





















2013年度春学期 に大阪大学 日本語 日本文化教育セ ンターの授業「漢字研究」で、 日本語・ 日
本文化研修留学生 コースおよび短期留学 日本語 日本文化特別 プログラムに所属す る様 々な国籍







































































国籍      間違いの総数 (白紙解答を除く)
漢字圏
韓国人 A           7
韓国人 B           4
韓国人 C          12
韓国人 D           8































































































ているため、 日本の受験教育に見 られるようなテクニ ックに走 った指導法よりも、オーソ ドッ
クスに漢字のつ くり・成立を考えさせる指導の方に軍配を挙げがちだ。
しか し、漢字圏の学生 と非漢字圏の学生では漢字の間違え方 も異なっている。漢字圏の場合、







生に効果が上がるような「歌 って覚える方法」や「語呂合わせ法」を試 したい。 これらは記憶
に残 りやす く、練習にも取 り組みやすい。科学的に考えても長期的記憶に残 りやすい利点があ
る。このような方法を無駄に使わないのは勿体ない。
本人の自己申告や自主的な選択にとどまらず、最初に漢字のテス トを行 って、誤答パターン
からクラス分けをするのは学習効率の上がる方法ではないだろうか。
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